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「ピンチはチャンス」ということばがあります。

「夜明け前が一番暗い」ということばがあり

ます。「あきらめなければ成功する」という

ことばがあります。ことばとしてはわかって

いても、現実に直面すると、めげそうにな

ることは、私にも、しばしばあります。実際、

最近も、そんなことがありました。 

 

あるプロジェクトで起きた問題が、どうにも

こんがらがって、このまま、このチームで

やっていけるだろうかと疑問に思うほど、

迷路にはまりこんでしまったのです。 

 

「もうだめなのかなあ」そう思いながらも、

突破口をさがしていたとき、ふっと、ひらめ

くものがありました。それは、特別なアイデ

アでもなんでもなく、ただ、「こうだ」と思い

こんでいたことを、本当にそうなのかと、確

認してみることでした。 

 

すると、問題とされていたことが、思ってい

たほどには、問題ではないことがわかりま

した。結果、無理かもしれないと思ってい

たことが、何とかなるとわかったのです！ 

どんなにこんがらがった糸にも、必ず、ほ

どくための端っこというものがあります。「も

うだめだ」と、決めつけてしまったら、その

端っこは見つけることができません。大き

な問題も、小さなほどき目から、ほぐれて

いくということです。 

 

そのとき、もうひとつ、考えたことがありま

す。このプロジェクトを成功させるために、

いま、私が、「変える」べきことは何だろう？ 

ということでした。うまくいかないのは、うま

くいかない方法をとっているからだ、と考

えてみたのです。うまくいかない考えかた

をしているからだ、と考えてみたのです。 

 

そして、自分としては、これはゆずれない

と思っていたことを、てばなしてみることに

しました。自分がゆずれないと思うことを優

先させたいのか、このプロジェクトを成功さ

せることを優先させたいのか。そう自分に

問いかけたとき、今回は後者でいこう…と、

自分から選ぶことができたのです。 

 

このとき、前者を選んでいれば、私は、プ

ロジェクトから離脱していたでしょう。それ

もそれで、ひとつのありかた。どちらもまち

がいではありません。でも、これまでやっ

てきたことをふりかえったとき、私は、私個

人のために、そのプロジェクトにかかわっ

たのではないということを思い出しました。

もっと大きな目的を達成するために、その

プロジェクトにかかわったのです。そして、

その大な目的は、私にとって、とても大切

なものだったのです。自分の主張を通す

ことよりも、もっと大切だと思えたのです。 

 

自分の「我」をはずしてしまうと、選ぶべき

行動は決まっていました。そしてそう決め

たとき、すでに変化は起きていました。私

をサポートしてくれるひとがあらわれ、より

すっきりした方向性が見えてきたのです。 

 

変化は、まるで奇跡のようにおとずれます。

それは、こうでなければならないという思

いこみを、手放したときなのかもしれませ

ん。自分が「こうありたい」という思いはとて

も大切ですが、それでうまくいかないとき

には、いったん手放してみるのも、ひとつ

の方法なのだと、あらためて思いました。 

 

どちらにしても大切なのは、自分がそれを

決めることです。自分が納得していないと

きは、かたちのうえでは動いても、何か、も

っと深いところで、流れは止まったままの

ように思います。 

 

そんなふうに、すべてのエネルギーは、

つながりあっているように感じます。たしか

に…。自分のこれまでやってきた、さまざ

まなプロジェクトをふりかえって、思います。

「ピンチ」は、すべて「チャンス」に変わりま

した。「夜明け前が一番暗い」し、「あきらめ

なければ成功する」（成功の定義は置くと

して）…あきらめないかぎり、可能性はうし

なわれることはありません。 

 

あとは、それを信じて行動しつづけられる

自分がいるかどうか、だけでした。結局、

自分がすべてでした。今回の問題をとおし

て、たどり着いた結論はそれでした。 

 

そして、今回、私は、「こうあるべき」という、

ひとつの思いを、途中でてばなしたわけ

ですが、どれだけてばなしても、根底にあ

る、一番の思いは、揺らぐことがないことを 

知りました。ゆずれないと思っていたのは、

結局のところ、表面的なエゴにすぎなかっ

たのです。 

 

今日のメッセージを読んで、「私は、そうい

うプロジェクトにかかわることはないから、

関係ないよ」と思われるかたも、いらっしゃ

るかもしれません。でも、すべてのひとの 

すべての人生が、実は、プロジェクトその

ものです。そのプロジェクトをどのようなも

のにしていくかは、やっぱり、あなた次第

なのです。 

 

今回の私がかかえた問題と、その問題を

終わらせていったプロセスが、あなたの人

生にとって、何らかのヒントになればうれし

いです。すべてのひとのすべての人生が、

かがやきに向かっていくものでありますよ

うに。こころから、応援したいと思います！ 
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